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(<T,>は平均値 )を∂T, とすると, ∂T,∝P-1･0なる依存性を示す｡興味あることは,
































































































図4の如くになるo即ち ∂T,∝P-1･0であり, AT, と同様-1なる臨界指数で措かれる｡図3,
4の結果は通常の相転移現象の言葉を借 りれば, 』㌔ が秩序変数であり∂㌔ は秩序変数の臨
界揺動であることを示しているOそのような対応で言えば臨界減速はRをステップ状に変化さ
せた時,Tpが新 しい状態での値になるまでの緩和時間がRc近傍で発散を示すことに対応す

































現象を記述する秩序変数は』㌔であり, ∂㌔ はその臨界揺動であると, とりあえず考えるこ
とにする｡両者は各れも-1と言う臨界指数で表わされる｡川久保等の表現を借 りれば平均場
近似が成立していると言える｡
』㌔ も∂㌔ もβ≦o･8の領域で発生していることからこの領域 (0<β<0･8)を不安定(発
振 )領域と名付けることができよう｡
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